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当校は明治36年に開学し、令和４年５月18日に創立120周年を迎えた新潟県の

中で最も歴史と伝統のある工業高校です。卒業生の方々は、地元産業界のみな

らず、政治、文化・芸術、教育など多くの分野で活躍しておられます。 

 

当校では、５学級200人を工業科として「くくり募集」し、２年次から機械工

学科（機械創造コース、電子機械コース）、電気電子工学科（電気エネルギー

コース、電子制御コース）、物質工学科（材料環境工学コース）、産業デザイ

ン科（産業デザインコース）の４科６コース、１学年５学級で学ぶシステムと

し、生徒の適性や進路希望に合わせた学習内容の選択を可能にしています。 

 

当校は、生徒が将来の技術者、技能者に成長するために必要な基礎・基本を

身につけることを主眼としながら、実社会での産業活動を意識し、インターン

シップを通した職業観の育成や、実習や課題研究等を通じた「ものづくり」感

覚の定着と自己評価能力の育成、グローバル化する時代に対応できる英語力の

強化、各種大会やイベントへの積極的参加による自己有用感、達成感の獲得な

どに重点を置いた教育活動を行っています。 

 

令和４年度から、年次進行で実施される新学習指導要領の教科「工業」で

は、地域産業や地域社会との連携や交流を促進させる観点から、「地域や産業

界等との連携・交流を通じた実践的な学習活動や就業体験活動を積極的に取り

入れるとともに、社会人講師を積極的に活用するなどの工夫に努める」と明記

され、工業高校においては、企業技術者等を迎えて、チームティーチングによ

る授業等により、技術の高度化、情報技術の発展への対応を確実に行っていく

ことが求められています。 

 

当校では、これまでの取組に加えて、連携や交流促進 

の企画段階から地域の産業界からの参画を求め、協働い 

ただく中で、より実践的な工業教育を展開することにより、 

自ら積極的に考え工夫することができる人材、新しい時代 

に対応できる人材を育成し、産業界や地域社会に貢献して 

いきたいと考えています。 

 

今後とも引き続き全力で教育活動を続けていきますので、 

当校の未来に向けて、ご支援・ご指導をよろしくお願い 

申し上げます。 


